
182.草津市北萱遺跡、

出土の縄文土器

跡に3巨扱する佐11合j笠間、とは、従来浜街道を境に呼ぴ分

けられてきたがφその境界IHH崩御公の成柴をもとに

今後蒋検討されるべきであろう。

一方、水資源開発公団依頼部分は昭和61年度に試J臨
調査と仮排水路部分の発瀬郡!交を行い、その後昭和63

年度と平成元年度に本総澗殺を実施した。各倒3を区の1.はじめに

革i幸市矢俄町および術l倉田Iに所複するニ|じ宣逃閥、(;1:.、 範囲(;1:.図 2めと必りである。

1草津川改{惨事業に伴い滋賀燥教育Z委員会と財団法人滋 昭和61年度に

賀県文化財保護協会の乎で発級制査が進められてきた。 実施した試婦制

その絢終日比来については概要被告義等ーによって|権特報 j!f.(i、遺納、のfJ.!i

告されているが?平成元年度をもうて当該事裁に伴う 限を概認する目

~.JL地淵査が完7 し たのを機会に、数次にわたった制資 的でT1-T5
の発制街所のi立~関係を総理II し てみたい。それと と も の 5ヶ内?のトレ

に、よ札まで綱資慨著書を公表する機会のなかった昭和 ンチを設定した。

61年度調炎(水資源附発公団依頼分)の成栄の一端を その結果T3で

紛介するものである 。 Iま起tfR~の倹tI-'， 1立

2.羽釜の概要 なく 、T.P.=

北主主i笠旬、の発綴調裁は)"J川工事ポイン トNO.2+40zn 8L8m付近の砂

以来1:1:県土木古11、以問は水資源開発公団からの依頼に 磯用から燦耗の

よ っ て発械設II~貨を実施 し たものてがある 。 このうち県土 激しい土絡が少

木部依頼部分は昭和57年度に試J服部j査を~Híiiし、f1i!Hn 1毘tH土したのみ

61iド岐に=t.るまで発品開'lti!i:が進められた。なお北玄逃 であった。T1
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.T4の磁織においても悶様の状汎であったが、 T1 

ではポイン トNo.1+70m、T4ではNo.1+30111以来に

多f震の遺物を包含する砂草壁層を検出した。 T1では遺

物包含庖は不明絡ながら上下 2層に分けられたが、共

に縄文11寺代~古墳時代の逃物を含んでお り、その内容

に大差l;t認められないようである。

また、これより下層において南北方向に流れる儒約

5 111の織を検出したが、 ;IH拷埋ゴこからの進物の出土は

なく 、この織の年代は決定しがたし、。一方、 T4で1;):

遺物包含J詰は lJ舗のみと判断され、縄文時代のi遺物が

比較的多〈出土した。この{也、小規桜な確認 |、レンチ

として T2・T5を設定して造物包含層が広がってい

ることをナェックした。なお遺物包含!習の検出レベル

I;tT 5でT.P.=83.2111、T4 rJl央付近で82.5111経度

であり、 j宝物包含18は*から西へゆるやかに下るとと

もにl学みをj成じていく。

|司じ〈昭拘614伎に災施 した仮担|水路部分の発tkili調
査 (T6)では、縄文H寺代後共lJか ら弥生時代後期を中心

とする11キ代の巡物包含j習を検出した。古明l時代以降の

j立物の H:\土I.J;少量であった。また jï1物包含~t より下llii

に ~'LWJ 10 1l1の i主主主流路を枚III し、 その州二七中から縄文

時代i1ijJmの:1:.然が少輩出寸ーしたe 以上がH併日61年度目制

炎 (水資源開発公団依似合})の慨111与である。

3 .出土造物

北をiS!湖、からのIH:l二遺物は多況であり 、その全容は

今後実施される強攻i絢絞め紡裂をf守ちたい。ここでは

l均的iで述べた1昭和例年1主制作の出土泌物のうち、縄文

ニヒ日止の一帯11をピ ・γデアップして紹介する。も:.t-づ、泌物

の出土卜レンチは 1-29がT4、30-32、34がT-1、

33がT-2であリ、いずれ L包含!留からの出土である。

出土造物の中で最古と忠、われるものは縄文時代早期

後半の土税務である。 1Iま飴土に繊維を含み、 ロ縁よ

りやや下がった位訟に突殺が縦走する。ヲ宅街上と口緑

内側に{主主IJみを有する。 2・3は繊維を含む胎土に蛇

行する突慌を貼付し、突術Jこを"*-1Jんでいる。 2のZE衛

lil白i前三角形を52し、勝状工Jえを用いたらしい添い草IJ

みをもっ。 2は入illi:1式、 3は入ifUII式に比定されよ

う。 4・51ま口絞1l3.1'1こへラ状工具による刺突亨IJを数

条めぐ、らせ、 4でI;J:口縁端部にも京1)みがみられる。 4

・5ともに目白土に若干の級車Itを含む。石111式ゴニ君主に上じ

ま巨できょう。 61正l議減が激しいが、外聞に波状の条痕

を施しておリ 、天神iJl式に相当する土総である。 itt紋

は比較的税く、内政lには指獄による凶凸がみられる。

胎土には織織を合まない。 7I;J:波状口織に沿って炎幣

をlUi十jーした土絡である。関東地方 で出土する神之木台

式オニ協にrJi似する。
8 -10はllll?;1きi光線文を布ーする早期末~前期初郊の

未命名波式土号~f，!ドに含まれる土保である 。 81ま口線ïä

下に 2 条のíl['引き沈線文を有し、書W:~には指lÍJ'iによる

凹'':';1炉開立つ。 91ま口紋下の 3条の:t'I'引き沈級文に1JfI

えて、 ζれより下方に弧オ止のtll1')1き沈線文も数条みら

れる。内凶i には条痕制~.\~が観察できる。 10で I;J: 3粂の

抑引きit線文が観察でき 、告*lit:f1'1IIiiに胆i凸が目立つ。

11-131まいわゆる 3王子状刺炎を}j砲した前期!の::j;JJ誌下

層II式こ仁縦である。 111立日綾部のI波片ーであリ、やや内

野する総形を単する n 端聞の間取りのために繍古都の総
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段がやや」r厚くなっており 、内部には粂痕調慾がみら

れる。 12では内外面ともに粂費支誠箆が観察できる。 14

・15も条痕鏑懸のみられる土器であ り、早期米あるい

は前期前半に属するものと考えられる。 14/ま抱強によ

る悶凸のある然畿に太い突'おを貼付し、そのJ:.ーから条

主主調訟を行っている。 15は簿めの総監に突帯を貼付し 、

そのよを二枚貝の先立舗で~lIJ突している 。 これより下方

の休古11に条痕絢主査がみられる。

16は羽状縄文地iこ、ロ紋下に 2条の低い突幣をp.占付

し、災平日=上1;]:~詮〈安IJ んでいる。北白川下j習llc式:1".様で

ある。 17はi政状口縁を迭するごt君主である。機返する尖

僚の他に波 l東部から~;併をま岳下させている。躍'1}i!在か'iífi

しいが休部には縄文の施文がみられる。]8はやや鰯jょ
の実412を縦約に地し、突，;皆上を京1)んでいる。 191主主幹節

斜縄文をぬした土??罪である。20は小向}診のWIJ突を 2ヶ

j滑に秘文 した小j;である。これらの土絡は型式名を明

らかにしがたいが、純文前期Iζ属するものてのあろう。

主長1留め これまでの知見による|浪 J)、北筑波勝出土の

縄文t総の 1 ち、中ltJlに絞Jするものは発見できなかっ

た。 21以下は後-11免j閉めこ仁総てのある。

2 1 -231判長則前半の賂rl~縄文上総である。 211ま波状

ロ紋を成し、口f設立品;部は尖リ気味におわっている。こ

れに対して22ではまぬ苦Eに続〈而取リを行っている。 24

・251;]:-.:れよ り時代の下る後期後半の元住吉山 I式に

属する土訴である。共iこ3粂の沈線を般まをさせ、口紘-

Zijに殺した吉11分と 2粂めと 3条めのおt線|首1を縄文で恨

めている。 これより 下部でJII¥llIlする線形を示し、仁Ij該

端古111;1而JI¥(リを行ゥている。 {裁定するiえ紛!は21-23に

上じべて弱n<、 21-23では十年4犬こじ県を則いたのに対 して、

24・25はへラ:1丈工rctで地文:した Lのであろう 。

261主総t:.その Ji!ì減カ'~llt しいが、 八乍状に突備をbむし、

これに沿うて ~ilJ ヲミダIJ を巡らしている "4iリ突の J!'主体 l立不

l却lである。二|ヒ白川上l諸式あたりにlt定できる土総であ

ろう。 27・281;]:11稲11:の|主|線を委主粂縦走させた二|ニ燃でおあ

り、 27 は?十 1文する ~:~n~ をヰTする n*:1i帝II~~U J~;・で?ある。共

{こ後mJオミグ)'~i.I; 1~~武士絡に比ítできる 。

291止猟官11で'JltHlllする総形で、 JAi吉111まtfiまたは仲状こに

.A'tをJ羽いてj:.u(潔lんでいる。外I(II全体に縄文の)j白文が

みられる東 11水系のゴニ総である。北陵地方のrl'足式土

総などに獄似 し た協Jf~;1):みられるので、 11免JtlJ'I'古車頃の

土器と f考えられる。

30-34は口係.の復元可能な土昔話であり、滋mJの土(;i~

i主 LB ニヒ点数も比較的多1 、。 301止小JI予の t~， Jf~土持て'あり、

当日j;'''III;J:::!-Lみをも うておわる。 外i71I1;J:;紋i犬工具で向。リ _I-.

げ、内ifijl;J:.9主総説羽生与を地している.内政iには炭化物の

付手首もみられる。i時期lを|限定しにくいが、 H免JlJJrt'楽の

ゴニ然 としてお く。 311ま;得向36cm以上i二復、1Gできた深鉢

M:l総て。あゐ。 日**1高官11に しっかリとしたiliiを、ナデ

てつくっている。外商には二枚貝粂指定を、上司とでは縦

方向、下半では縦方向に施す。 内商1;]:口総部付近をナ

デる以外には、顕著な務総事支はみられない。晩期中事選

(滋賀翠III式)の土器である。色調は灰色を重 し、休部

外商に炭化物がイす精している。

32-341立晩期後半の炎帝文土総である。 32・331ま口

径も類似し、共に~1W上をへラで 0:宇:1こ車~J んでいる。

32は内浦iに粂痕調主主とへラミガキが鋭祭できるのに対

し、331叫!日l宮11内面に二枚貝粂痕、外聞に削り疫がみら

れる。 34は突殺が口 f款に殺して.P.，l;イすされ、手~Jみ I:i:t]、 D

字である。外国のへラミカーキ{糾11<、r"J.i百1に粘土品11:0

核合世誌を残している 。 このゴニ';'器lま色調は11音締色を皇し、

淡偽色の32 ・ 33 とは~な っている。 日台土に角閃有を含

むことから 、南河内地j設からの搬入品と ユ考えたい。長

原*:1::7.，持に比定できる。 32・331ま突務の形態から、こ

れに先行する紛紛式に類似するものと判断でゐきるが、

県内の該WJの土総について織内との呉|司を論じた研究

!;l:乏しく、明言l;tjJliけたい。

以上めようにニ|仁王立法湖、出土の縄文土総!まl手j明から晩

期にまで及J: が、 þs!見によればH免期中~以降がj箆湖、の

虫干期と蓄える。前期lの土伐の出土がこれに次いでいる。

ζht;l:上流め県土木綿依頼分の誠主主区の結果と、 4見平正

公表されている資料に よる ~t~ りでは近いと いえ る。な

お本島mにおけるごヒ探訪!!式の比まとにあたっては、 r縄文
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Jニ:r.Udill.J (1988-1989、;:揮談社}、などを参

与・とした。

4 おわりに

本紛で紹介した泌物f草、 i立跡の簡略を示す

ためにビ ~ ?ア，ブした Lのであるが、室長湾!

のj隼んでいない段状でl.tiEしい4母体像をどれ

だけ示すものであるか不安で包ある.昭如63年

度 ・ 平成花王手段Sめ;羽ff.慨，~ (注①-c・d)

では縄文1則的以降の泌物か多量に出土したこ

とが記されているが、 -1じ"if.ir1跡にはこJlに先

行する|時期lのj立物b少なからず存イ1:するよと

を示すことが本航の日的の一つでゐるので、

二谷依願いたい。

北::'um事においては、これまでTk: :1た 11' 自r~ . 
土総)'， 銚といった県内でIHf(Wリの少ないill物
カ'11i土している(iio①-b)が、J.lLtt:公炎き

れている資料を見る 1lJ~ リてのはこれらの遺物の

II.¥'WJを似定しがた、、。 また引越閥、の阿ソjには、

」じな遺跡と同じく縄文時代以JWJ後半以降、各

i時j切の縄文士総合Ib1:し心欠俄必l低追跡があ

リ、当iS跡とのI~jわリがìt目される。 今後の

t切II説伐によ って、ニIL...のWJImを解決でき

れl;f幸いである.

( JU: II介)

i主

①a ) r;;.: i (!' JlI改修 'l~放に fドう J.!h主文化財"5ê

掘調1't1l't報 ーiWU". ~tff地区一a

(1986.3) 

b) r悶慨際 2

(1987. 3) 

一御U.~t 句地区一」

c) r文化財f;~~ff. H ¥ -1:.泌物fti収納保~l~ì;業務

日目平日631f.lJ!~~kl\i1J.'4 hW活必J (1989. 3) 

d) r川 平成J己午波発j'"l仰向If現嬰J(1990. 

3 )いず Jl も iA2Ti 山政Yi ~W会 ・ OtM~

f't県文化Mf呆必協会党行

(2)rllHf日60午:J.!l: i?~m，tiU~事J邸 |割.Q (H!，t'iV，t.救
干苦袋只会 1986. 3) 

①r ~l崎市中市IIi庇城 F水 j立欠総処理場司 ojl\] 水協

i変i業ーに'F.i~~iZ J山 IÀl 災総iMJhhUi的;.iJ¥l1:li，SIUJ'
限告:;'HIJWH'{ 山H'dl~以会 ・ 附滋賀県

文化財保議協会 1982. 3) 
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